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消費者庁と全相協と取り組んだ
シンポジウム前の6ヶ月

　「自分で点検！ハンドブック」、いいものができた。

キッチンまわり、浴室まわり、洗面・トイレまわり、

給湯まわり、居室まわり、外装まわりの住宅部品のう

ち重大事故につながるおそれがある、わずか数箇所を

居住者が点検することで、安全・安心に使用してもら

うためのツールである。これを広く世間の皆様にお伝

えし、活用いただくにはどうすればいいのか？

　４月より月一ペースで会議を開催し、消費者に住宅

部品の点検を普及することに対して様々な意見交換を

行い、方向性を定めこのミッションに取り組んでい

る。

住宅部品点検推進部会 点検普及消費者対応委員会 委員長　柴崎 和彦

　当委員会は住宅部品点検推進部会内にあり、他に点

検普及ビルダー対応委員会、業界連携委員会、広報・

イベントWGがあり、各委員会・WGの接点で住宅部品

点検の普及を行っているといえる。

　点検普及ビルダー対応委員会では設備・建材メーカー

と居住者の間にある住宅建築業者、いわゆるビルダー

経由で、業界連携委員会は23の業界団体経由で、広

報・イベントWGは広く社会全般と「住宅部品点検の日

シンポジウム」を通じての普及促進を鋭意行っている。

　上記接点以外で、当委員会でターゲットとしている

消費者に影響力のある組織は何か？「住宅部品点検の日

消費者庁HP：http://www.caa.go.jp/

「住宅部品」でフリーワード検索�

クリック→�

←クリック�

消費者庁HP　消費者教育ポータルサイト検索の流れ
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シンポジウム」で後援いただいている消費者庁に相談す

ると、以下の通り３つの具体的アドバイスをいただい

た。

１：同庁HP内の消費者教育ポータルサイトに「自分で

点検！ハンドブック」を紹介できる可能性がある

こと。

２：５月に「消費生活月間」があり、全国各地にある消

費生活センターでは、消費者に向けたイベントを

開催する。ここで「自分で点検！ハンドブック」を

手にとってページを開いてみてもらうより、その

存在を知らせるA４・１枚のチラシを配布しては

どうか。

３：国民生活センター（東京都･品川区と、神奈川県・

相模原市の２箇所）にもそのチラシの存在をしって

もらうこと。

　上記アドバイスを当委員会で検討。同庁消費者教育

ポータルサイトで「自分で点検！ハンドブック」が紹介

されれば、消費者団体等での点検普及活動に大きな武

器になる。チラシは消費者月間イベントだけでなく、

ALIA関連団体での様々なイベント等でも配布いただ

ける可能性がある。国民生活センターに設置されれ

ば、来訪者がこのチラシを見る機会ができるのと、設

置された事実を普及活動で告知できる。

　想定効果を確認した上で、消費者対応の点検普及策

として実現することとした。この委員会合意事項を部

会で報告、了承された。（参照　消費者庁HP　消費者

ハンドブック普及チラシ

教育ポータルサイト検索の流れ）

　消費者教育ポータルサイトへの掲載申請を行い待つ

こと数週間。同庁より、登録承認がおりたとの連絡が

あり、５月末より表示された。

　本年度消費生活月間（５月）イベント対応について

は、昨年度（平成26年度）のイベント実施状況を調べ、

全国約700箇所で実施されたことを確認。この中から住

宅部品に関連のイベント実績を持つセンターを選出。

さらに大都市圏の数箇所に絞りアポを取って今年度の

イベントの有無、チラシ配置の可能性を探ったとこ

ろ、東京都目黒区消費生活センター、同府中市役所、

群馬県太田氏消費生活センター、大阪市立住まい情報

センター、静岡県浜松市くらしのセンターで配置され

た。

　消費者団体については、全国各地で消費者より消費

生活における困りごとの相談を受ける窓口となるのが

消費者センターの消費生活相談員である。こうした消

費者と直に接点を持つ相談員を経由して消費者（住宅

部品使用者）への普及を図ることが、ALIAが出来る

最善策の一つであろうとの考えから、この相談員の

方々が多く加盟されている公益社団法人全国消費生活

相談員協会（全相協）との連携の可能性などについて先

方事務局と交渉を行った。結果、3,100の会員にチラ

シを配布いただけることとなった。さらに配布時、

ALIAホームページより、「自分で点検！ハンドブッ

ク」にアクセスして一読後アンケート回答をいただき
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「自分で点検！ハンドブック」に関する消費生活相談員アンケート結果より

たいと要請したところ、快諾いただいた。アンケート

結果（46部回収）より、住宅設備機器・建材に関する相

談があるかを聞くと、全体でほぼ半数があるという回

答であった。また、理解のしやすさでは、とても理解

しやすい、まあ理解できるを含めると全体では８割以

上であった。自由回答を含めてアンケート結果は現在

分析の真っ最中である。

　消費者への住宅部品点検の普及というミッションに

取り組み７ヶ月。住宅部品を安全・安心に使用しても

らうには点検がかかせないという理解を前提に、消費

者接点として、消費者庁HP、全相協会員向け情報伝達

手段というインフラを確保することができた。

　今後は、このインフラの活用はもちろん、さらなる

消費者接点の拡大にはどうすればいいかを考え、施策

立案し、来期につなげたい。４月より、光が明るく

なってきた。


